
朝市マラソンに1,098人がエントリー
10月26日、五城目朝市500年記念マラソン大会が
開催されました。錦秋の五城目路を全力で駆け抜けた
ランナーの皆さん、お疲れさまでした。ボランティアで
参加された皆さん、ありがとうございました。来年の
参加もお待ちしています。(関連記事は10㌻〜13㌻)

平
成
2
6
年
1
2
月
1
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.965　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん
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第38回産業文化祭を開催

11月１日から３日までの３日間、広域五城目
体育館を主会場に第38回町産業文化祭を開催し
ました。
産業文化祭では、農産物や商工業製品の展示

や文化展・芸術展などが行われました。また、
農産の部など各部門の中から67点が優秀賞、優
良賞などの各賞を受賞し、11月３日の産業文化
祭褒賞授与式で代表11人が表彰されました。

町の産業文化が集結

優秀農業賞を受賞した畑澤一さん（湯ノ又）

児童生徒の
作品展にも
多くの来場が
ありました

主
催
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た

み
な
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭 

日 

小 

綬 

章
　

渡
邉
　
靖
彦
さ
ん

（
75
歳
・
小
池
町
）

旭 

日 

双 

光 

章
　

山
平
　
秋
明
さ
ん

（
83
歳
・
新
町
）

瑞 

宝 

双 

光 

章
　

伊
藤
容
一
郎
さ
ん

（
75
歳
・
石
崎
）

瑞 

宝 

単 

光 

章
　

大
石
　
壽
信
さ
ん

（
68
歳
・
下
山
内
）

秋の叙勲
町内から４人が受章

産
業
振
興
功
労
。
渡
邉
さ
ん

は
、
昭
和
41
年
に
秋
田
中
央
交

通
㈱
に
入
社
し
、
同
48
年
に
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任
さ
れ
、

旅
客
自
動
車
運
送
業
界
の
振
興

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
か
ら
同
25

年
ま
で
の
９
年
間
、
秋
田
商
工

会
議
所
会
頭
を
務
め
ら
れ
、
地

元
産
業
の
振
興
に
尽
力
し
、
商

工
会
議
所
の
伸
展
と
円
滑
な
運

営
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
は
藍
綬
褒
章
を

受
章
、
ま
た
、
県
文
化
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
数
々

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
功
労
。
伊
藤
さ
ん

は
、
昭
和
58
年
か
ら
31
年
に
わ

た
り
、
保
護
司
を
務
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
19
年
か
ら
同
24

年
ま
で
は
潟
上
・
湖
東
地
区
保

護
司
会
五
城
目
ブ
ロ
ッ
ク
長
を

務
め
る
な
ど
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
社
会

奉
仕
の
念
と
温
か
い
人
間
愛
を

持
っ
て
、
更
生
保
護
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

伊
藤
さ
ん
は
町
教
育
委
員
、

町
生
涯
学
習
奨
励
員
会
長
な
ど

多
く
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
平

成
24
年
に
は
町
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
管
理
事
務
功
労
、教
育

功
労
。山
平
さ
ん
は
、昭
和
63
年

か
ら
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

に
就
任
し
、平
成
18
年
か
ら
は

同
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、公
正

な
選
挙
制
度
の
啓
発
、適
正
な

管
理
執
行
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
27
年
か
ら
30
年

間
、
阿
仁
合
中
、
五
城
目
小
、

五
城
目
一
中
な
ど
で
教
師
を
務

め
ら
れ
、
地
域
の
教
育
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
に
は
、
第
45
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
適

正
執
行
の
功
績
に
よ
り
、総
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
功
労
。
大
石
さ
ん
は
、

昭
和
49
年
に
町
消
防
団
に
入
団

さ
れ
、
平
成
14
年
か
ら
は
町
消

防
団
副
団
長
を
、
同
20
年
か
ら

24
年
ま
で
同
団
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、団
員
の
育
成
、

火
災
予
防
運
動
の
推
進
、
消
防

施
設
の
整
備
拡
充
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
な
ど
災

害
発
生
時
に
は
適
切
な
現
場
活

動
・
指
揮
を
執
ら
れ
、
地
域
住

民
の
防
火
思
想
の
高
揚
、
消
防

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
は
消
防
庁
長
官

か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

平成26年秋の叙勲で、産業振興功労、選挙管理事務功労、
更生保護功労、消防功労など各分野で貢献された町内の４人
の方々が受章されました。おめでとうございます。

◉
主
催
者
賞 

（
敬
称
略
）

♦
優
秀
農
業
賞

　

畑
澤　
　

一
（
湯
ノ
又
）

♦
農
村
い
き
い
き
大
賞

　

五
城
目
町
キ
イ
チ
ゴ
研
究
会

（
西
磯
ノ
目
）

♦
農
産
の
部

優 

秀
賞　

 

伊
藤　

文
男
（
石　

崎
）

　
　
　
　

佐
藤　

美
那
（
西　

野
）

　
　
　
　

畑
の
学
校
（
西
磯
ノ
目
）

　
　
　
　
（
農
）山
ゆ
り
（
下
山
内
）

　
　
　
　

小
玉　

重
博
（
西　

野
）

優 

良
賞　
（
農
）山
ゆ
り
（
下
山
内
）

　
　
　
　

伊
藤　

一
成
（
大
川
３
区
）

　
　
　
　

加
藤
れ
い
子
（
石　

崎
）

　
　
　
　

本
間
イ
ツ
子
（
舘　

越
）

　
　
　
　

笹
川　

邦
子
（
下
樋
口
）

　
　
　
　

伊
藤
ケ
イ
子
（
町　

村
）

奨
励
賞　

舘
岡
清
耕
（
上
高
崎
）

　
　
　
　

八
田
営
農
組
合
（
八　

田
）

　
　
　
　

嶋
﨑　

光
子
（
大
川
３
区
）

　
　
　
　

加
藤
れ
い
子
（
石　

崎
）

　
　
　
　

金
子　

俊
美
（
西　

野
）

　
　
　
　

舘
岡　

房
子
（
下
高
崎
）

　
　
　
　

西
井　
　

巖
（
平
ノ
下
）

　
　
　
　

石
井　

勝
美
（
黒
土
２
区
）

♦
商
工
の
部

優 

秀
賞　

 

佐
藤　
　

信
（
川
原
町
）

　
　
　
　

伊
藤　

國
男
（
台
御
蔵
下
）

　
　
　
　

渡
邉　

益
光
（
畑　

町
）

　
　
　
　

小
玉　

順
一
（
田　

町
）

優
良
賞　

齊
藤　

政
作
（
新
畑
町
）

　
　
　
　

伊
藤　

國
男
（
台
御
蔵
下
）

　
　
　
　

小
玉　

順
一
（
田　

町
）

　
　
　
　

渡
邉　

益
光
（
畑　

町
）

♦
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

優
秀
賞　

伊
藤　

重
孝
（
西
磯
ノ
目
）

　
　
　
　

浦
横
町
郷
山
管
理
委
員
会

 

代
表　

小
野　

利
美
（
浦
横
町
）

優
良
賞　

金
澤　

重
勝
（
合　

地
）

　
　
　
　

越
後　

市
朗
（
古
川
町
）

奨 

励
賞　

金
沢　

弘
八
（
合　

地
）

　
　
　
　

宮
川 　

正
作
（
帝
釈
寺
）

♦
生
活
工
夫
展
の
部

優 

秀
賞　

西
井　
　

巖
（
平
ノ
下
）

優 

良
賞　

 

小
熊　

智
美
（
新
畑
町
）

　
　
　
　

佐
藤
千
鶴
子
（
西　

野
）

ア 

イ
デ
ィ 

ア
賞

　
　
　　

工
藤　

晴
樹
（
東
磯
ノ
目
）

努 

力
賞　

 

川
島　

陽
子
（
矢
場
崎
）

♦
う
ま
い
米
づ
く
り
の
部

優 

秀
賞　

伊
藤
幸
三
郎
（
八　

田
）

優
良
賞　

一
関　

勇
一
（
久　

保
）

奨
励
賞　

千
田　

幸
男
（
野　

田
）

　
　
　　

伊
藤　

一
成
（
大
川
３
区
）

♦
福
祉
展
の
部

優 

秀
賞　

 

小
川
口
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

（
小
川
口
）

努 

力
賞　

 

本
間
タ
ケ
ノ
（
舘
越
）

　
　
　　

小
林　

秋
子
（
広
ケ
野
）

　
　
　　

広
青
苑
（
岩
城
町
）

ア 
イ
デ
ィ 

ア
賞

　
　
　
　

加
藤
ミ
ヨ
子
（
野
田
）

♦
文
芸
作
品
展
の
部

《
短
　
歌
》

入
選
１
位　

畑
澤　

英
子
（
八
郎
潟
町
）

入
選
２
位　

小
熊　

正
明
（
下
樋
口
）

入
選
３
位　

山
平　

富
子
（
新　

町
）

佳
作
１
位　

柴
田　

喜
芳
（
古
川
町
）

佳
作
２
位　

大
宮　

一
郎
（
浦
横
町
）

佳
作
３
位　

工
藤　

誠
子
（
下
樋
口
）

《
俳
　
句
》

入
選
１
位　

伊
藤　

豊
子
（
八　

田
）

入
選
２
位　

仁
田
原
鈴
子
（
大
潟
村
）

入
選
３
位　

山
平　

富
子
（
新　

町
）

佳
作
１
位　

近
江　

三
保
（
新
畑
町
）

佳
作
２
位　

齊
藤　

諒
一
（
舘　

越
）

佳
作
３
位　

本
間　

羊
山
（
舘　

越
）

《
川
　
柳
》

入
選
１
位　

遊
佐
お
さ
む
（
潟
上
市
）

入
選
２
位　

加
藤　

円
心
（
新
里
町
）

入
選
３
位　

鈴
木
さ
く
ら
（
矢
場
崎
）

佳
作
１
位　

佐
々
木
良
可
（
昭
辰
町
）

佳
作
２
位　

加
藤　

星
花
（
一
番
町
）

佳
作
３
位　

桜
庭　

湖
風
（
八
郎
潟
町
）
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10月29日に秋田県民会館で開催された第
52回県老人クラブ大会で、老人クラブ活動の
発展と高齢者福祉の向上に努められた町老人ク
ラブ連合会の２人と２団体が表彰されました。

［県知事表彰］
　・老人福祉功績者
　　　畑澤　礼悦さん（湯ノ又４区）

　・優良老人クラブ
　　　久保可笑会（代表：一関實さん）

［県老人クラブ連合会会長表彰］
　・老人クラブ育成功労者
　　　小濱　勝司さん（雀舘）

　・優良老人クラブ
　　　昭辰町馬城会（代表：佐川清さん）

左から、佐川清さん、伊藤建一町老人クラブ連合会会長
渡邉町長、畑澤礼悦さん、一関實さん、小濱勝司さん

❖12月 8日㈪　午前10時〜	 本会議　�町長行政報告
❖12月 9日㈫　午前10時〜	 本会議　�一般質問、議案上程
❖12月10日㈬　午前10時〜	 本会議　議案上程
	 各常任委員会
❖12月11日㈭	 各常任委員会
❖12月12日㈮　午前10時〜	 本会議　	各常任委員長報告、質疑、　　　

討論、議決

　11月19日、五城館で町花いっぱい運動花だんコンクー
ル表彰式を行いました。最優秀賞は一般団体の部で帝釈
寺老人クラブ健奏会、学校・職場の部で養護老人ホーム
森山荘でした。
　また、県花だんコンクールでは、台御蔵下寿会が県緑
化推進委員会会長賞、帝釈寺老人クラブ健奏会があすの
秋田を創る協会会長賞、特別養護老人ホーム広青苑と谷
地中老人クラブが県花いっぱい運動の会会長賞を受賞し
ました。
　町コンクールで受賞された方々は次のとおりです。

●一般団体の部
最 優 秀 賞　 ▼帝釈寺老人クラブ健奏会
優　秀　賞　 ▼ 			台御蔵下寿会、西野松鶴会、谷地中老人ク

ラブ、希望ヶ丘老人クラブ、雀舘さくらの
会、中村老人クラブ、恋地老人クラブ、古
川町明王会、岩野老人クラブ、西磯ノ目町
内会、野田老人クラブ寿会、脇乙長生会、
富田千寿会、新畑町銀星クラブ

●学校・職場団体の部
最 優 秀 賞　 ▼養護老人ホーム森山荘
優　秀　賞　 ▼ 			五城目小学校、特別養護老人ホーム広青

苑、株式会社セコ―

●家庭花だんの部
優　秀　賞　 ▼ 			宮田　周晃さん（長町）

◆
投
票
で
き
る
方

　

平
成
６
年
12
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
26
年
９
月
１
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
五
城

目
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
た
だ
し
次
の
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

・
公
民
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方

・
日
本
国
籍
の
無
い
方

◆
投
票
の
方
法

　

投
票
用
紙
が
３
枚
に
な
り
ま
す
。

・
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　

候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
ま
す
。

・�

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　

政
党
の
名
称
を
記
載
し
ま
す
。

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

辞
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
の
欄
に
「
×
印
」
を
記

載
し
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

❶
指
定
の
病
院
や
施
設
に
入
院
（
所
）
中
の
方

　

指
定
施
設
内
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

施
設
等
の
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
投
票
日
当
日
、
町
外
に
滞
在
中
の
方

　

早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

❸
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方

　

投
票
用
紙
の
法
定
請
求
期
限
は
、
12
月
10
日
㈬

の
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み

の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
場　

所　

役
場
３
階　

会
議
室

（
お
願
い
）　�
投
票
日
当
日
の
投
票
所
は
、
既
存
の

施
設
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
車
イ

ス
用
の
記
載
台
は
備
え
て
い
ま
せ

ん
。
車
イ
ス
を
ご
利
用
の
方
は
、
期

日
前
投
票
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
で
は
、
期
日
前
投
票
の
期
間
が
異
な
り
ま

す
。

▼
期　

間　

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙

	

12
月
３
日
㈬
〜
13
日
㈯

　
　
　
　
　
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

12
月
７
日
㈰
〜
13
日
㈯

▼
時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◆
開　
　

票

　

開
票
は
、
12
月
14
日
㈰
午
後
８
時
か
ら
、
役
場

２
階
正
庁
で
行
い
ま
す
。

※�

参
観
は
先
着
30
人
ま
で
。
午
後
７
時
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。

投 票 所 一 覧 〔投票時間：午前７時〜午後７時　　　　　　※馬場目第３・富津内第２投票区は午後６時まで〕
五
城
目

第

１

広
ケ
野
・
希
望
ケ
丘
・
田
町

今
町
・
築
地
町
・
上
田
町

下
山
内

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

ゆ

う

ぎ

室

（
五
城
目
幼
稚
園
・
保
育
園
）

五
城
目

第

２

畑
町
・
新
畑
町
・
東
磯
ノ
目

西
磯
ノ
目
・
矢
場
崎

字
七
倉
16
番
地
19
と
16
番
地
21

役
場
庁
舎

１
階

町

民

談

話

室

五
城
目

第

３

御
蔵
町
・
新
町
・
一
番
町

古
川
町
・
紀
久
栄
町
・
小
池
町

川
原
町
・
長
町
・
仲
町
・
米
沢
町

五

城

館

展

示

ホ

ー

ル

五
城
目

第

４

下
高
崎
・
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

久
保
・
新
里
町

馬
川
交
流
セ
ン
タ
ー

五
城
目

第

５

昭
辰
町
・
雀
舘
・
舘
町
・
中
川
原

上
樋
口
（
上
）
・
上
樋
口
（
下
）

樋
口
・
岩
城
町

老
人
ホ
ー
ム
・
広
青
苑

町

民

セ
ン
タ

ー

馬
場
目

第

１

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

小
野
台

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

多

目

的

ホ

ー
ル

馬
場
目

第

２

寺
庭
・
中
村
・
平
ノ
下
・
水
沢

中

村

公

民

館

馬
場
目

第

３

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

杉
沢
交
流
セ
ン
タ
ー

友
　

愛
　

館

富
津
内

第

１

上
山
内
・
富
田
・
八
田

台
御
蔵
下
・
黒
土
・
小
倉

富
津
内
地
区
公
民
館

研

修

室

富
津
内

第

２

脇
乙
・
落
合
・
高
千
・
北
北
口

中

津

又

地

区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

川

湯
ノ
又
・
小
川
口
・
浅
見
内

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

大

川

第

１

大
川
・
下
樋
口
・
曙
町

大
川
多
目
的
集
会
所

大

川

第

２

石
崎
・
西
野
・
谷
地
中

西

野

公

民

館

森

山

野
田
・
岡
本
・
浦
横
町

森
山
地
区
公
民
館

集

会

室

一般団体の部最優秀賞の帝釈寺老人クラブ健奏会の花だん

学校・職場団体の部最優秀賞の養護老人ホーム森山荘の花だん
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□□　□□くん
（広ヶ野）

□□□□□ちゃん
（畑　町）

□□　□□ちゃん
（中川原）

□□　　□くん
（岡本２区）

□□□□□ちゃん
（雀　舘）

□□　□□ちゃん
（新　町）

□□□□□ちゃん
（大川１区）

□□　□□ちゃん
（富　田）

□□　　□ちゃん
（上田町）

□□　□□ちゃん
（下山内）

□□　□□ちゃん
（築地町）

□□　□□ちゃん
（中　村）

▶10月23日健診

お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
子
育
て

や
お
子
さ
ん
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
一
緒

に
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
遊

び
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼��

対
　
象

　

�

町
内
の
保
育
園
等
入
園
前
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
（
乳
児
も
大
歓
迎
で
す
）

▼
時
　
間　

午
前
９
時
30
分
〜午

前
11
時
30
分

▼��

場
　
所　

�

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

▼�

12
月
８
日
㈪　

�「
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
話
を

見
よ
う
・
育
児
相
談
」

▼�

12
月
19
日
㈮　

�「
ク
リ
ス
マ
ス
お
ゆ
う
ぎ

会
に
参
加
し
よ
う
・
育
児

相
談
」

※�

お
ゆ
う
ぎ
会
で
は
親
子
で
歌
を
歌
っ
た

り
、手
遊
び
を
し
た
り
し
ま
す
。た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

社会福祉法人キッズハウス
もりやまでは、低年齢児対応
等のため、「保育教諭」を緊急
に募集します。

▼募集職種　�幼稚園教諭・保育士（准職員）・保育サポート
　　　　　　２〜３人

▼勤　　務　�平成27年１月１日から１年間（更新または正職員
登用あり）及び随時

▼勤 務 先　�もりやまこども園（五城目保育園・幼稚園）また
は大川保育園

▼待　　遇　当法人諸規定による

▼申込方法　�希望される方は自筆の履歴書（身上書付）を下記
に郵送、または直接ご持参ください。受け付け次
第、選考等を後日連絡します。

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

18
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
方
（
中
度
以
上
の
障
害
の
あ

る
方
は
20
歳
未
満
ま
で
）
を
扶
養
し

て
い
る
、「
ひ
と
り
親
家
庭
」、
父
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
（
養
育
者
）
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。（
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
に
よ
る
保
護
命
令
を
受
け
て

い
る
方
も
該
当
し
ま
す
）

▼
手
当
の
額
は
？

扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
の
人
数
で

異
な
る
ほ
か
、
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。
支
給
要
件
と
合
わ

せ
て
、
町
健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
役

場
１
階
の
健
康
福
祉
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
す
る
方
は

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
、

年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低

い
方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

今
回
の
改
訂
に
よ
り
、

新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

・�

ひ
と
り
親
家
族
で
、
お
子
さ
ん
が

定
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合
。

・�

お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
等
が
、
定
額
の
遺
族
厚
生
年
金

の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合
な

ど
。

【
入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て
】

▼
申
請
用
紙
の
配
布
期
間

　

12
月
17
日
㈬
〜
12
月
25
日
㈭

▼
配
布
、
受
付
場
所

　

�

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
・
大
川
保
育

園
・
健
康
福
祉
課
（
役
場
１

階
）・
学
校
教
育
課
（
役
場
３
階
）

▼
受
付
期
間

　
平
成
27
年
１
月
14
日
㈬
〜

１
月
22
日
㈭

※�

詳
細
は
、
申
し
込
み
時
に
配
布
す

る
「
平
成
27
年
度　

教
育
・
保
育

施
設
等
入
園
案
内
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

来
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
認
定
こ
ど
も
園
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
と
大
川
保
育

園
の
利
用
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。
今
回
か
ら
支
給
認
定
申
請
と
入
園
申

し
込
み
を
同
時
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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♦90歳を迎えられた方（11月20日現在）	
　10月25日　□□　□□さん（久　保）	 10月29日　□□　□□さん（舘　町）

　11月10日　□□　□□さん（畑　町）	 11月14日　□□　□□さん（広ケ野）

くよくよせず元気

□□□□さん
（久　保）

「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ

と
」
が
長
寿
の
秘
訣
と
教

え
て
く
れ
た
□
□
さ
ん
。

朝
市
に
自
家
製
リ
ン
ゴ
や

野
菜
を
よ
く
売
り
に
行
っ

た
そ
う
で
す
。

利
用
し
て
い
る
施
設
で

は
、
毎
日
お
友
達
と
ゲ
ー

ム
や
体
操
を
し
て
仲
良
く

過
ご
し
て
い
ま
す
と
の
こ

と
で
し
た
。

おしゃべりが好き

□□□□さん
（館　町）

裁
縫
や
編
み
物
と
い
っ

た
針
仕
事
が
得
意
な
□
□

さ
ん
。
若
い
頃
は
農
業
だ

け
で
な
く
、
豆
腐
を
手
作

り
し
て
売
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は「
笑
う

こ
と
」で
、近
所
の
お
友
達

と
の
会
話
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
で
の
交
流
が
楽
し
い

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

朗らかで明るい

□□□□さん
（畑　町）

五
城
目
で
生
ま
れ
育
っ

た
の
で
、
町
の
こ
と
に
詳

し
い
□
□
さ
ん
。
洋
裁
や

編
み
物
、書
道
が
得
意
で
、

産
業
文
化
祭
に
出
展
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
。

朗
ら
か
で
明
る
い
性
格

で
、「
心
配
事
を
少
な
く

の
ん
び
り
暮
ら
す
こ
と
」

が
長
寿
の
秘
訣
と
の
こ
と

で
し
た
。

■　健　　診　■
１日　1歳6か月児健康診査
対象　平成25年４月、５月生まれ
受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室

４日　幼児発育発達相談会
対象　�対象月齢者には通知済みです。

希望者は要申込みが必要です。
場所　役場１階保健室

22日　乳児健康診査	（４・７・10か月）
対象　平成26年２月、５月、８月生まれ
受付　13時〜13時15分
場所　役場１階保健室

25日　３歳児健康診査
対象　平成23年５月、６月生まれ
受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室

26日　１歳児健康相談
対象　平成25年11月、12月生まれ
受付　10時〜10時30分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
９日・24日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時〜15時
場所　健康福祉課
　※�指定日以外で交付を希望する方
は事前にご連絡ください。

町では、高齢期の健康を守り、いつまで
も自立してはつらつとした生活ができるよ
う、介護予防事業に取り組んでいます。
このたび、対象者へ「基本チェックリス

ト」を郵送しました。これは、介護予防の観点から考えられた厚生
労働省作成の質問集で、皆さんに予防が必要かどうかを判断する参
考資料となります。
「元気に長生き」を目指して、ぜひご回答ください。

▼対 象 者　�要介護認定を受けていない65歳〜84歳までの方
（11月１日現在）

▼提出方法　�12月30日㈫まで、同封の返信用封筒（切手不要）で
ご返送ください。

介護認定を受けている65歳以上の方で、一
定の要件を満たしている場合は、障害者手帳
がなくても税金の申告時に障害者控除が受け
られます。
控除対象者になるには町長の認定を受ける

必要がありますので、印鑑をお持ちの上、町
健康福祉課に申請してください。

▼
期　
　
　
　

間　

12
月
29
日
㈪
ま
で

▼
健
診
の
種
類　

�

特
定
健
診

▼
対
象
者
と
料
金　

�

40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
、
無
料

▼
受
診
の
流
れ

　

❶�

受
診
を
希
望
す
る
実
施
医
療
機
関
へ
、
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

❷�

「
国
民
健
康
保
険
証
」
を
持
っ
て
、
実
施
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
医
療
機
関

　

❖
笹

尾

医

院�

（
☎
８
５
２
・
２
０
４
２
）

　

❖
千
葉
内
科
医
院　

�

（
☎
８
５
２
・
２
２
３
５
）

　

❖
さ
さ
き
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク�（
☎
８
５
５
・
１
１
８
２
）

▼
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

麻
し
ん
は
感
染
す
る
と
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
脳
炎
な

ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

幼
小
時
に
予
防
接
種
を
１
回
受
け
た
場
合
で
も
、
年

数
の
経
過
と
共
に
免
疫
力
が
低
下
し
て
く
る
た
め
、
２

回
目
の
接
種
が
必
要
で
す
。　

早
め
に
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

〈
対　

象
〉
１
期
：
１
歳
児
（
１
歳
か
ら
２
歳
未
満
）

　
　
　
　

２
期
：
小
学
校
就
学
１
年
前
（
年
長
児
）

▼	

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
の
予
防
接
種

幼
児
期
に
接
種
し
た
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
力

が
低
下
し
て
く
る
た
め
、
追
加
接
種
で
免
疫
力
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

〈
対　

象
〉
平
成
14
年
４
月
２
日
〜

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
小
６
）

▼	
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　

平
成
17
年
度
〜
21
年
度
の
間
に
日
本
脳
炎
予
防
接
種

の
１
期
、２
期
の
対
象
で
あ
っ
た
次
の
年
齢
の
方
に
つ
い

て
、予
防
接
種
法
一
部
改
正
に
よ
り
、未
接
種
分
が
20
歳

未
満
ま
で
無
料
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

母
子
手
帳
を
ご
確
認
の
上
、
不
足
分
の
接
種
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
特
例
対
象
者
〉
平
成
７
年
４
月
２
日
〜

平
成
19
年
４
月
１
日
生

な
お
、
２
期
の
接
種
は
、
１
期
接
種
を
完
了
し
た
９

歳
以
上
の
方
で
す
。

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
15
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
、
町
独
自
で
作
成
し
た
事
業
計
画
に
基

づ
い
て
運
営
さ
れ
、
事
業
計
画
の
中
で
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
保
険
料
な
ど
も
決
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
町
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で

の
事
業
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。



	 （敬称略）

順位　氏　名	 　（所属等・タイム）▲

2㎞　小学1～4年生男子（25人出場）
①伊藤　洋行	 （天王小・7分51秒）
②齋藤　友登	 （合川小・7分54秒）
③上田　賢太	 （平沢小・7分55秒）

▲

2㎞　小学1～4年生女子（30人出場）
①千葉　虹実	 （東英RC・8分08秒）
②佐藤　千音	 （早口小・8分08秒）
③伊藤　望杏	 （東英RC・8分13秒）

▲

3㎞　小学5～6年生男子（32人出場）
①熊澤　　輝	 （東英RC・10分22秒）
②佐藤威歩真	 （東英RC・10分39秒）
③加藤　晴輝	 （東小学校・10分40秒）

▲

3㎞　小学5～6年生女子（34人出場）
①千葉　玲奈	 （東英RC・10分51秒）
②盛　　瑞希	 （東英RC・11分02秒）
③渡辺　望美	（大館Jrアスリート・11分07秒）

▲

3㎞　中学生女子（13人出場）
①水戸屋明日香	 （飯島中・11分37秒）
②佐藤　　芽	 （東英RC・11分47秒）
③小玉　沙紀	 （五城目一中・11分57秒）

▲

5㎞　中学生男子（42人出場）
①髙橋　優人	 （東英RC・16分32秒）
②盛　　大洋	 （東英RC・17分15秒）
③米坂　岬大	 （東英中・17分26秒）

▲

5㎞　16～39歳男子（29人出場）
①工藤　寛和	（秋田大陸上部・16分15秒）
②原田　貴行	（秋田市若手選抜・16分35秒）
③菊地　　一	 （秋田市・17分03秒）

▲

5㎞　16～39歳女子（41人出場）
①加藤　咲子	 （五城目町・20分21秒）
②蒔苗　佳奈	 （青森県・21分06秒）
③杉渕　幹子	 （秋田市・21分51秒）

▲

5㎞　40～59歳男子（31人出場）
①杉本　　誠	（若美ランナーズ・16分07秒）
②豊間根正志	 （走風水流・16分11秒）
③畑山　一仁	 （秋田市・17分00秒）

▲

5㎞　40～59歳女子（26人出場）
①工藤小百合	 （㈱クロベ・20分13秒）
②綱島　淑子	 （秋田市・21分33秒）
③田近　優佳	 （秋田市・23分54秒）

▲

5㎞　60～69歳男子（25人出場）
①久米　康豊	 （秋田市・19分57秒）
②泉　　　昇	 （秋田市・20分45秒）
③泉谷　　卓	 （モヤヒルズ・20分46秒）

▲

5㎞　60歳以上女子（13人出場）
①小野　恵子	 （秋田市・24分43秒）
②遠藤　静江	 （秋田市・25分45秒）
③角　　誠子	 （秋田市・26分22秒）

▲

5㎞　70歳以上男子（24人出場）
①金　　公四	（秋田一ツ森RC・21分07秒）
②森川　鐵雄	 （秋田市・22分02秒）
③今野　久夫	（秋田県走友会・22分15秒）

▲

10㎞　30歳未満男子（45人出場）
①藤嶋　真人	 （秋田市・33分19秒）
②千葉　雄司	 （仙北市・33分32秒）
③佐藤　博満	 （秋田市・33分37秒）

▲

10㎞　30歳未満女子（19人出場）
①織笠　祐実	 （潟上市・46分24秒）
②佐藤　綾香	 （秋田市・48分40秒）
③猿田　和恵	 （五城目町・48分56秒）

▲

10㎞　30～39歳男子（68人出場）
①小森　正臣	 （秋田自衛隊・32分48秒）
②渡邊　　慶	 （三種町・33分16秒）
③井上　周二	 （秋田自衛隊・33分21秒）

▲

10㎞　30～39歳女子（23人出場）
①鈴木　絵里	（能代山本陸協・36分08秒）
②小野　真美	（秋田県走友会・41分48秒）
③保坂　美穂	（秋田LSDクラブ・44分37秒）

▲

10㎞　40～49歳男子（73人出場）
①武田　　保	 （秋田自衛隊・33分48秒）
②清水　鳴浩	 （秋田県庁・34分23秒）
③奥井健太郎	（マラソンあきた組・35分08秒）

▲

10㎞　40～49歳女子（20人出場）
①小笠原信子
	 （あ！シロート秋田・44分19秒）
②三浦ゆう子
	 （あ！シロート秋田・44分23秒）
③菅原智恵子	 （潟上市・46分07秒）

▲

10㎞　50～59歳男子（73人出場）
①佐野　信幸
	 （ヴァレオジャパン・34分30秒）
②米川　一孝	（スポーツデスク・35分52秒）
③石岡　尊広	 （青森市役所・36分53秒）

▲

10㎞　50～59歳女子（19人出場）
①高橋恵理子	 （山形県・47分25秒）
②石岡　祐子	 （青森県・47分47秒）
③白戸まゆみ	 （青森県・49分07秒）

お
日
様
も
応
援

朝
か
ら
気
合
十
分

10
月
26
日
、
今
年
で
21
回
目
を
迎

え
た
朝
市
５
０
０
年
記
念
マ
ラ
ソ
ン

が
、
雀
館
運
動
公
園
、
そ
し
て
清
流

馬
場
目
川
沿
い
の
馬
場
目
路
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。朝
市
が
始
ま
っ

て
５
０
０
年
を
記
念
し
た
こ
の
大
会

も
、
年
々
参
加
申
し
込
み
が
増
え
、

今
大
会
は
１
０
９
８
人
の
参
加
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

受
け
付
け
は
７
時
30
分
か
ら
で
し

た
が
、
そ
の
前
か
ら
多
く
の
選
手
た

ち
が
ぞ
く
ぞ
く
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

受
け
付
け
を
済
ま
せ
る
と
ス
タ
ー
ト

に
備
え
、
早
速
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
始
め
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

９
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
天
野

達
紀
さ
ん
（
男
鹿
市
・
21
歳
）
が
「
完

走
を
目
指
し
て
頑
張
る
」
と
力
強
く

選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

９
時
55
分
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

で
す
。
秋
晴
れ
、
気
温
20
・
４
度
、

南
西
の
風
１
・
５
㍍
、
湿
度
55
㌫
。

絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
。
最
初
は
小

学
５
〜
６
年
生
と
中
学
生
女
子
の
３

㌔
の
部
で
す
。
声
援
を
受
け
て
、
一

斉
に
走
り
出
し
ま
し
た
。
10
時
ち
ょ

う
ど
に
は
ハ
ー
フ
の
部
、
続
い
て
、

２
㌔
、
５
㌔
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
10

㌔
の
部
と
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
は
も
う
、
２
㌔
、

３
㌔
を
走
り
終
え
、
ゴ
ー
ル
す
る
選

手
も
い
ま
す
。
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▲力走するランナーを温かく見守る帝釈寺の一本杉

▲小学高学年～中学生の３㌔部のスタート

出場した全選手の記録は「RUNNET」（ht t p://r unne t. j p/r e co rd/
userRaceTopShowAction.do?raceId=98876）でご覧になることができます

▲ハーフの部には290人がエントリー

▲小学１～４年生の２㌔の部のスタート ▲「ガンバレ！」の声援で
　元気100倍
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 （敬称略）▲

10㎞　60歳以上男子（73人出場）
①富谷　俊信 （大森町RC・38分52秒）
②佐藤　昭宏 （秋田LSDクラブ・39分59秒）
③佐々木昭五 （黒石ランナーズ・40分53秒）

▲

10㎞　60歳以上女子（11人出場）
①亀谷　孝子 （秋田市・48分33秒）
②川上　好子 （秋田市・49分32秒）
③菅原美穂子 （佐藤徳太郎商店・51分58秒）

▲

ハーフ　30歳未満男子（32人出場）
①渡邊　宏悦 （秋田市・1時間18分38秒）
②飯田真一郎 （秋大医陸・1時間19分01秒）
③福島　大喜 （秋大医陸・1時間19分56秒）

▲

ハーフ　30歳未満女子（10人出場）
①橋本　美加 （鹿角陸協・1時間22分57秒）
②白方　冬美 （秋大医陸・1時間30分56秒）
③荻野　菜摘 （秋大医陸・1時間44分03秒）

▲

ハーフ　30～39歳男子（47人出場）
①加藤　和彦 （宮城県・1時間18分30秒）
②木内　　伸 （秋田市・1時間22分01秒）
③佐藤　清仁 （秋田市・1時間23分21秒）

▲

ハーフ　30～39歳女子（16人出場）
①岡田　遼子 （HK走らん会・1時間32分00秒）
②清野　智子 （佐野薬局・1時間38分38秒）
③菅原美香子 （秋田LSD・1時間45分33秒）

▲

ハーフ　40～49歳男子（76人出場）
①二方　克明
 （清酒「高清水」・1時間17分21秒）
②金沢　　潔 （秋田市・1時間19分32秒）
③小山内健一 （青森県・1時間20分23秒）

▲

ハーフ　40～49歳女子（13人出場）
①木谷　勝江 （秋田市・1時間38分12秒）
②佐藤　千秋 （秋田市・1時間45分06秒）
③丸屋　陽子 （秋田市・1時間49分21秒）

▲

ハーフ　50歳以上男子（83人出場）
①千馬　誠悦
 （中通総合病院・1時間20分21秒）
②伊藤　正和 （秋田市・1時間22分48秒）
③菅原　　喬
 （秋田LSDクラブ・1時間25分15秒）

▲

ハーフ　50歳以上女子（13人出場）
①佐々木千秋 （秋田市・1時間39分10秒）
②伊藤ゆかり （本荘鳥忠・1時間43分22秒）
③長澤　順子 （一ツ森SMC・1時間44分48秒）

▲

5㎞　ウォーキング（19人出場）
順位なし

▲ハーフ49歳以下男子で優勝の二方克明さん（紀久栄町）

▲目が不自由な方も伴奏者と一緒に完走

▲ピカチューも走ってたよ！！ ▲沿線の皆さんで給水所ボランティア▲森山汁はおいしいと評判でした ▲大抽選会も朝市マラソンの魅力

▲保呂瀬橋の手前がハーフの部の折り返し地点 ▲選手宣誓は天野達紀さん（男鹿市・21歳）▲ゴールは大声援でランナーを歓迎

▲ゴール後の「森山汁」もお楽しみの一つ

▲10㎞の部には424人がエントリー

▲ゴール！　お疲れ様でした。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
会
場
の
準
備
、
受
け
付
け
、、

交
通
整
理
・
規
制
、
給
水
係
、
記
録
係
、

完
走
証
を
手
渡
す
係
…
…
。
そ
し
て

沿
道
で
ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
り
、

疲
れ
の
見
え
た
選
手
を
励
ま
す
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
内
外
か
ら

参
加
し
た
選
手
が
少
し
で
も
走
り
や

す
い
よ
う
に
、
そ
し
て
21
回
目
の
今

大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
町
民
の
皆

さ
ん
が
心
を
一
つ
に
し
、
頑
張
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
々
と
選
手
が
ゴ
ー
ル
し
て
き
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
走
れ
そ
う
な
勢
い
の

選
手
、
フ
ラ
フ
ラ
で
倒
れ
そ
う
な
選

手
。
ゴ
ー
ル
ゲ
ー
ト
の
周
り
で
は
、

最
後
の
選
手
が
ゴ
ー
ル
を
切
る
ま
で
、

完
走
を
た
た
え
る
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
も
楽
し
い

朝
市
マ
ラ
ソ
ン

ゴ
ー
ル
後
、
集
計
が
済
む
と
次
々

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

入
賞
者
は
賞
状
と
一
緒
に
お
米
や
朝

市
パ
ッ
ク
、
お
酒
な
ど
の
副
賞
を
手

に
し
て
い
き
ま
す
。

待
っ
て
い
る
間
、
選
手
は
疲
れ
た

体
を
休
め
て
い
ま
す
。
走
り
終
え
た

同
志
、
仲
良
く
お
昼
ご
飯
を
食
べ
て

い
る
姿
も
見
え
ま
す
。
こ
こ
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
森
山
汁
（
豚

汁
）」が
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ま

だ
、
お
代
わ
り
あ
る
よ
」
の
声
で
行

列
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。
疲
れ
て

す
い
た
お
腹
に
お
い
し
さ
が
し
み
こ

む
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
参
加
者
１
０
０
人
に
当

た
る
大
抽
選
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

賞
品
は
お
米
や
朝
市
パ
ッ
ク
な
ど
で

す
。
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

当
た
っ
た
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
外
れ
た
方
、
き
っ
と
来
年
こ

そ
当
た
り
ま
す
よ
。
多
分
…
…
。

朝
市
５
０
０
年
記
念
マ
ラ
ソ
ン
は
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
楽

し
め
る
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
今
回
か
ら

20
㌔
の
部
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に

な
っ
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
の
こ
と
で
す
。
来
年
も
選
手

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
笑
顔
で
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の
あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（10月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 独身男女の出会いイベント終了後の打ち合わせ会 10,000円

会　費 2件
全国朝市サミット2014 in 五城目交流会、千代田区民
体育大会懇親会

11,000円

接　遇 1件 神奈川県葉山町し尿処理施設職員視察研修時お土産 9,720円

その他 9件

琴欧洲引退相撲終了後のパーティー、五城目・上小阿
仁間駅伝競走大会懇親会、県消防協会男鹿潟上南秋支
部消防団員教養研修会意見交換会、五城目町・千代田
区交流懇親会、グループホームすずめだて鍋っこ祭
り、五城目森林組合組合員研修、富津内地区住民まつ
り、内川地区文化祭と福祉の集い、杉沢ファーミング
収穫感謝祭

46,778円

合 計 13件 77,498円

平成26年４月〜10月の合計 621,396円

　

♦
五
城
目
へ
の
移
住
希
望
者
が
い
る

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？　

お
持
ち
の
方
は
、

今
す
ぐ
に
町
に
若
者
を
呼
び
こ
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
方
法
は
い
た
っ
て
簡
単
。

「
空
き
家
を
借
り
手
に
よ
い
条
件
で
貸

し
出
す
」
こ
と
で
す
。

地
方
活
性
化
に
詳
し
い
藻
谷
浩
介
さ

ん
（
日
本
総
合
研
究
所
）
に
よ
れ
ば
、

移
住
促
進
を
行
う
に
は
、〝
雇
用
創
出
〟

で
も
〝
子
育
て
補
助
の
充
実
〟
で
も
な

く
、〝
空
き
家
を
貸
し
出
す
〟
こ
と
が
ま

ず
第
一
と
の
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
、
仕
事

が
な
く
て
も
子
ど
も
手
当
て
が
な
く
て

も
、
と
に
か
く
都
会
か
ら
田
舎
へ
移
住

し
た
い
人
が
実
際
に
い
る
か
ら
で
す
。

五
城
目
町
役
場
に
空
き
家
の
問
い
合

わ
せ
が
月
に
数
件
あ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
町
外
の
友

人
か
ら
も
空
き
家
を
紹
介
し
て
欲
し
い

と
依
頼
が
き
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
こ

の
11
月
に
１
人
の
女
性
が
こ
の
町
に
移

住
し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
と

の
縁
が
き
か
っ
け
で
、
町
の
可
能
性
に

か
け
て
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
て

い
ま
す
。
他
に
も
鎌
倉
に
住
ん
で
い
た

６
人
家
族
も
移
住
を
希
望
し
、
町
内
で

家
を
探
し
て
い
ま
す
。

♦
空
き
家
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

で
は
、
ど
ん
な
家
が
好
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
。「
中
心
部
の
新
築
じ
ゃ
な
い

と
住
ま
な
い
の
で
は
？
」
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
古
す
ぎ
る
物
件

は
住
む
に
は
適
さ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
移
住
希
望
者
は
田
舎
暮
ら

し
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、「
景

色
が
い
い
」「
畑
が
あ
る
」
物
件
を
探

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
床
板

や
壁
の
張
替
え
を
自
身
で
行
う
〝
Ｄ＊
１

Ｉ

Ｙ
〟
が
流
行
し
て
お
り
、「
自
由
に
家

に
手
を
加
え
て
も
い
い
」
と
い
う
条
件

が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
空
き
家
が
３
５
９
軒
あ
り

ま
す
。
統＊

２

計
に
よ
れ
ば
２
０
１
３
年
の
空

き
家
率
は
13
・
５
㌫
、
野
村
総
合
研
究

所
の
予
測
で
は
30
年
後
の
２
０
４
０
年
に

は
空
き
家
率
が
43
㌫
に
達
す
る
見
通
し

で
す
。
空
き
家
は
増
え
続
け
る
一
方
な

の
で
、
今
後
借
り
手
を
見
つ
け
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
都
会
か
ら
田
舎

へ
の
移
住
が
流
行
し
て
い
る
今
、
よ
い
条

件
で
空
き
家
を
貸
し
出
す
な
ら
、
借
り

手
が
見
つ
か
る
可
能
性
は
高
い
は
ず
で

す
。空

き
家
を
お
持
ち
の
方
、
町
に
移
住

を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
�（今

月
の
担
当
：
柳
澤　
龍
）

今
す
ぐ
で
き
る

町
に
若
者
を
呼
び
こ
む
方
法

町内には359軒の空き家があります。その一部にでも人が住んだら……

*1／�Do� it� yourself：専
門家に頼らず、自分
で作業してみること

*2／�総務省統計局：平成
25年住宅・土地統計
調査（速報集計）

閉
校
式
に
は
、
全
校
児
童

34
人
の
ほ
か
、
学
校
関
係
者

や
地
域
住
民
な
ど
約
２
５
０

人
が
出
席
。
畑
澤
千
景
校
長

は
「
閉
校
は
終
わ
り
で
は
な

く
、
未
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
つ
こ
と
だ
と
児
童

た
ち
は
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
い
る
。
誇
り
高
き
大
川

魂
を
胸
に
、
新
し
い
学
校
で

も
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
た

く
ま
し
く
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
で
し
ょ
う
。
校
歌
に

歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、〝
大

成
の
芽
を
伸
ば
し
〟、
こ
の

大
川
の
地
に
〝
花
を
開
か
せ

て
く
れ
る
〟
こ
と
と
思
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

式
典
後
に
行
わ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
１
３

８
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
呼

び
か
け
の
ほ
か
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
よ
さ
こ
い
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念

碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

平
成
27
年
３
月
31
日
に
閉
校
し
、
五
城
目
小
学
校

と
統
合
す
る
大
川
小
学
校
の
閉
校
式
が
、
11
月
16
日
、

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

2／�町交通安全対策協議会（役場）、共
済組合組合会（秋田市）

6／町PTA連合会研究集会（五城目一中）
8／12月定例会（〜12日・役場）
13／�大石壽信さん叙勲受章を祝う会

（町内）

17／率浦大学大学祭（五城館）
20／�山平秋明さんの受章を祝う会（町

民センター）

24／�伊藤容一郎さん瑞宝双光章祝賀
会（町民センター）

30／仕事納めの式（役場）

▼日　時　12月21日㈰　午前11時〜午後３時

▼会　場　町地域活性化支援センター（旧馬場目小）

▼協　力　 秋田のがんばる女性のための会員制クラブ「ヴィーナ
スクラブ」

▼対　象　どなたでもご参加いただけます。

町地域活性化支援センターでは、「オトナ
の文化祭」を開催します。

大人と子どもが一緒に楽しめる「クリスマ
スケーキづくり」のほか、女性に人気の「ア
ロマトリートメント」、「親子写真撮影会」な
ど、食や美容の企画が盛り沢山です。

どなたでもご参加いただけます。ぜひご来
場ください。

こ
れ
ま
で
４
２
３
０
人
が
卒
業
し
た

大
川
小
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た

「
僕
ら
が
20
歳
に
な
っ
た
ら
開
け
る
」と

記
念
碑
脇
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た



　
【
　
短 

　
歌
　
】

秋
深
む
宗
延
寺
境
内
に
菅
笠
の

し
な
よ
き
男
女
の
西
馬
音
内
踊
り

	

古
川
町
　
　

小
濱
　
キ
ヱ

拝
啓
で
は
じ
ま
り
敬
具
に
て
終
わ
る

意
を
つ
く
し
た
る
葉
書
い
た
だ
く

	

舘
　
越
　
　

斎
藤
　
諒
一

薄
雲
よ
り
弱
く
朝
日
の
射
し
込
め
て

暮
色
の
刻こ
く

と
似
し
感
覚
に

	

八
郎
潟
町
　
　

畑
澤
　
英
子

吊
し
柿
不
揃
い
な
れ
ど
風
情
あ
り

秋
の
深
ま
り
を
眺
め
居
る
な
り

	

広
青
苑
　
　

藤
田
　
則
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

山
き
の
こ
ど
っ
さ
り
背
負
い
朝
市
女

	

田
　
町
　
　

椎
名
　
千
沙

君
に
添
ひ
喜
怒
哀
楽
の
初
し
ぐ
れ

	

湯
ノ
又
　
　

畑
澤
ト
ミ
子

樽
洗
ふ
姉
さ
被
り
に
霰
不
意

	

樋
　
口
　
　

猿
田
　
天
鳴

　
【
　
川
　 

柳
　
】

尽
く
す
だ
け
尽
く
し
て
母
の
樹
が
枯
れ
る

	

西
　
野
　
　

佐
藤
ち
ず
る

向
日
葵
の
笑
み
に
悩
み
が
解
け
て
い
く

	

新
　
町
　
　

大
原
美
ど
り

優
し
さ
に
触
れ
る
と
開
花
す
る
私

	

古
川
町
　
　

柴
田
　
銀
河

泥
水
も
真
水
も
飲
ん
で
今
が
あ
る

	

大
潟
村
　
　

舘
岡
　
稲
風
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能代二中バスケットボール招待大会
　▶準優勝　五城目一中女子バスケットボール部

琴丘招待中学校新人バスケットボール大会
　▶準優勝　五城目一中男子バスケットボール部

県中学校秋季柔道大会
女子個人戦　52㌔級
　▶優　勝　工藤　佳苑（五城目一中２年）

男子個人戦　66㌔級
　▶準優勝　佐々木貴将（五城目一中２年）

第38回全国学生書写書道展
　▶小学６年全書会大賞
　　　　　　近藤　乃愛（五城目小６年）

第30回全国硬筆コンクール
　▶特　選　近藤　乃愛（五城目小６年）

第６回新聞きりぬきコンクール
　▶小学校高学年の部最優秀賞
　　　　　　近藤　乃愛（五城目小６年）

♪ It’s the most wonderful time of the year♪
Hello Everyone! Do you know this song? It’s a 
famous song that was written in 1963. Every year 
you can hear it playing on TV or in stores to mark 
the start of the next holiday celebration-Christmas! 
The song mentions various activities that are often 
done during Christmas, such as having parties, 
singing Christmas songs, and spending time with 
loved ones.

In America, Christmas is celebrated a 
little differently than in Japan. Since it 
is a Christian holiday, many people go 
to church.  We decorate a Christmas 
tree,and Santa leaves presents for 
children under the tree. But, children 
also give gifts to their parents and 
teachers. Usually, they are handmade 
gifts.

So, why not try making a present for 
someone special this year?

♪イッツ ザ モスト ワンダフル タイム オブ ジ イヤー♪
（一年の最もすばらしい時間）

皆さん、こんにちは！ 皆さんは「It’s the most 
wonderful time of the year」という歌を知っています
か。1963年に書かれた有名な歌です。毎年テレビや
お店で聴くともうすぐクリスマスというお祝いが始ま
るのを感じます。その歌はクリスマスの間よくするい
ろいろなこと、例えばパーティーをしたり、クリスマス
ソングを歌ったり、愛する人と過ごしたり、といったこ

とを歌っています。

クリスマスのお祝いはアメリカと日本
とではちょっと違っています。キリスト
教徒の祝日なので、多くの人たちは教会
へ行きます。クリスマスツリーを飾って、
サンタさんはツリーの下に子どもたちへ
プレゼントを置きます。でも、子どもた
ちも両親や先生へ贈り物をするんですよ。
たいていは手作りの贈り物です。

今年はだれか特別な人にプレゼントを
作ってみませんか。

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
今回はクリスマスの紹介です。

「 

将
　
来
　
の
　
夢 

」

五
城
目
第
一
中
学
校　

３
年　
　

原　

田　

萌　

々
さ
ん

　

私
は
自
分
の
将
来
を
よ
く
想
像

し
ま
す
。こ
ん
な
職
業
に
就
き
た
い
、

と
は
っ
き
り
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、こ
ん
な
こ
と
が
し
た
い
な
と
い

う
、夢
は
あ
り
ま
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
、小
学
校
と
違

う
教
科
が
増
え
ま
し
た
。美
術
や
技

術
な
ど
の
他
に
、英
語
も
加
わ
り
ま

し
た
。小
学
校
の
時
か
ら
外
国
語
の

授
業
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た

が
、中
学
校
で
本
格
的
な
授
業
が
始

ま
る
と
、更
に
興
味
が
深
ま
り
、英
語

が
一
番
好
き
な
教
科
に
な
り
ま
し

た
。授
業
で
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
い

る
時
は
も
ち
ろ
ん
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

の
お
話
を
聞
く
時
も
楽
し
く
思
え

て
き
ま
し
た
。ま
た
、特
に
私
は
英
語

の
長
文
が
好
き
で
、テ
ス
ト
で
出
題

さ
れ
る
と
す
ご
く
わ
く
わ
く
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。習
っ
た
単
語
や

文
法
だ
け
で
一
つ
の
お
話
が
自
分
で

も
読
め
る
、と
い
う
こ
と
に
と
て
も

感
動
し
、英
語
の
長
文
を
少
し
も
抵

抗
な
く
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、私
は
外
国
の
風
景
や
考
え

方
な
ど
が
好
き
で
、よ
く
テ
レ
ビ
や

本
も
外
国
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の

を
見
た
り
、買
っ
た
り
し
ま
す
。日
本

と
全
く
違
う
風
景
が
世
界
に
は
た

く
さ
ん
あ
る
し
、日
本
よ
り
も
考
え

方
が
明
る
く
、楽
観
的
な
国
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。や
は
り
自
分
の
知
ら

な
い
世
界
を
見
て
み
た
い
と
思
う

し
、日
本
と
は
違
う
考
え
方
や
風
習

を
体
験
し
て
み
た
い
と
も
思
い
ま
す
。

　

中
学
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、外

国
に
つ
い
て
大
き
な
憧
れ
を
も
つ
と

共
に
、「
英
語
を
話
し
た
い
。」と
い
う

思
い
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。い
つ

か
は
外
国
に
行
っ
て
、現
地
の
人
と

普
通
に
話
し
て
み
た
い
と
思
う
し
、

英
語
を
生
か
し
た
職
業
に
就
く
の
も

よ
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。翻
訳
家

や
客
室
乗
務
員
、
学
校
や
塾
の
先

生
、外
国
で
働
く
、な
ど
様
々
な
職

業
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ど
ん
な
職
業
に
就
き
た
い
か
は

ま
だ
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、今
は
、自
分
が
好
き
な
英
語

を
生
か
せ
る
よ
う
な
職
業
に
就
き

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、今

も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、英
語
の
勉
強

を
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り
、少
し
で

も
な
り
た
い
自
分
に
近
づ
け
る
よ

う
、努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
ん

な
時
も
自
分
の
今
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

10
月
30
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
「
や
ま

ゆ
り
賞
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」（
応
募
総
数

１
８
３
点
）
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
出
身
の
矢
田
津
世

子
の
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
平
成

19
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
が
８
回
目
。

選
考
委
員
会
の
審
査
で
、
原
田
萌
々
さ
ん

（
五
城
目
一
中
３
年
）
の
作
品
が
や
ま
ゆ

り
賞
（
最
優
秀
賞
）
に
選
ば
れ
、
入
賞
し

た
６
人
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
小
松
教
育

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
や
ま
ゆ
り
賞

　
　

原　

田　

萌　

々
さ
ん
（
五
一
中
３
年
）

・
優
秀
賞

　
　

本　

間　

倫　

子
さ
ん
（
五
小
６
年
）

　
　

島　

﨑　

か
ん
な
さ
ん
（
五
一
中
２
年
）

・
佳　

作

　
　

大　

石　

舞　

雪
さ
ん
（
大
小
４
年
）

　
　

近　

藤　

乃　

愛
さ
ん
（
五
小
６
年
）

　
　

石　

井　

千　

夕
さ
ん
（
五
一
中
２
年
）

　
　

北　

嶋　

彩　

奈
さ
ん
（
五
一
中
３
年
）

前列左から□□□□さん、□□□□さん、□□□
□□さん、□□□□さん、後列左から大石成子審
査委員、佐藤一義審査委員長、□□□□さん、□
□□□さん、□□□□さん、小松正孝町教育長

４
歳
の
ニ
ッ
キ
で
す

❶�「ハタハタ寿し」の作り方講習会

　 ▼日　　時　12月12日㈮
　　　　　　　午後１時30分〜午後４時30分

　 ▼食 材 費　1人1,800円
　　　　　　　※ ハタハタ寿し約1.5㎏に樽付きでお

持ち帰りできます

　 ▼募集定員　先着10人
　※お申込期限は12月５日㈮

❷�フラワーアレンジメント講習会

　 ▼日　　時　１２月２８日㈰
　　　　　　　午後１時30分〜午後３時30分　

　 ▼食 材 費　１人1,800円

　 ▼募集定員　先着15人
　※お申込期限は12月10日㈬
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▶町が除雪を委託した業者
五城目・馬川地区	 ㈱畠山
馬 場 目 地 区	 ㈱畠山、佐々木造林㈲、石井建設
大　川　地　区
　　・本　村　部	 ㈲アイ・ケー
　　・本村部以外	 ㈲森山建設
内　川　地　区	 ㈲沢忠林業
森　山　地　区	 石次建築、拓翔サービス
富 津 内 地 区 	 佐々木造林㈲、㈲沢忠林業
五城目外環状線（広域農道）　　㈱セコー

ご協力をお願いします

♦玄関の除雪は各家庭で
　・		玄関先など間口の除雪は、各家庭で行ってください。

♦	屋根の除雪、屋根からの落雪は家主の責任です
　・		人や車を巻き込む恐れがあります。屋根の雪、屋根から

道路への落雪は、家主が責任を持って除雪してください。

♦車道へ雪を捨てないで
　・		宅地内や会社内の雪を道路に出すのはやめましょう。

♦路上駐車はみんなの迷惑
　・		たとえ１台の路上駐車でも大きな障害になります。絶

対にやめましょう。

♦	第１・第３日曜日は全町除雪デー
　・	町内会で、除雪車の入れない道路などの除排雪をお願

いします。

㈶自治総合センターが宝くじの助成金で実施する「コ
ミュニティ助成事業」で、台・御蔵下町内会と下山内町
内会が、コミュニティ活動用備品を整備しました。
これらの備品は、町内会のコミュニティ活動に活用さ

れ、地域住民の交流促進に役立てられます。

▼台・御蔵下町内会
　	　物置、テント、発電機、投光器、ガステーブル、冷蔵庫、Ｆ
Ｆストーブ、座卓テーブル、テレビなどを整備しました。

▼下山内町内会
　	　テント、除雪機、太鼓などを整備しました。

整備した備品を活用し、お披露目会が開催されました 新しいテントを活用し、全町体育祭に参加しました

町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る	

	
	

	
	

	
	

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」を
支
援
し
て
い
ま
す
！

地
域
の
道
路
や
公
園
な
ど
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
活
動
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

作
業
し
て
い
た
だ
く
場
合
、
必
要
経
費
（
消
耗
品
、
燃
料
、
原
材
料
、
借
上
な
ど
）
を

町
が
負
担
し
ま
す
。

〝
協
働
〟で
雪
の
季
節
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！
　
　
　
　
　

町
内
会
の
除
排
雪
作
業
も
対
象
に
な
り
ま
す

町
内
会
で
、
大
型
の
除
雪
機
が
入
れ
な
い
狭
い
小
路
な

ど
を
除
排
雪
す
る
場
合
（
家
庭
用
除
雪
機
な
ど
で
）
も
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※	

町
除
排
雪
計
画
の
都
合
上
、
作
業
前
に
必
ず
ま
ち
づ

く
り
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※	

個
人
敷
地
の
除
排
雪
作
業
、大
型
除
雪
機
・
重
機
の
借

上
料
や
オ
ペ
レ
ー
タ
賃
金
は
対
象
外
で
す
。

湯ノ又橋の工事のため、県道能代五城
目線が通行止めになっています。大型車
の迂回路は湯ノ又林道を、普通車の迂回
路は町道をご利用ください。
通行止期間中は、案内看板等に従い、

注意して通行くださいますようお願いし
ます。

▼規制か所
　・県道能代五城目線　湯ノ又橋付近

▼規制期間
　◎�大型車以外の車両、歩行者
　　❶12月10日㈬まで
　　❷平成27年2月上旬から3月上旬まで
　◎�幅２ｍ・長さ７ｍを超える車両
　　　平成27年３月20日㈮まで

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
冬
を
乗
り
切
ろ
う

秋田朝日放送（AAB）

12月13日㈯
午後4時〜午後5時30分

（予定）

町の手作りCMが放送されま
す。出演順は５番目です。お楽
しみください。



「サポステ」をご利用ください

　働きたくても働けないと悩む若者
（おおむね30歳代まで）の職業的自立
に向けた様々な支援を行っています。

おいしい秋田のお酒で
乾杯しましょう

　「秋田の酒による乾杯を推進する条
例」が７月に施行されました。県では
忘・新年会等の宴会を県産酒で乾杯し
ていただくため店舗、宿泊施設、飲食
店等向けのポスターを配布していま
す。町商工振興課でもお受け取りが可
能です。ぜひご利用ください。

「経営者保証に関する
ガイドライン」に関するセミナー
個別相談会を開催します

　経営者保証なしで金融機関から融資
を受けたり、事業が破綻しても一定の
生活費等を残すことができるルール
「経営者保証に関するガイドライン」
に関する無料のセミナー・個別相談会
を開催します。
　中小企業・小規模事業者、支援機関
や士業の方々を対象に説明会を開催
し、経営者保証に依存しない融資や保
証債務整理時の対応などについて分か
りやすく説明しますので、積極的にご
参加ください。
▶開催日　12月11日㈭
▶会　場　秋田県民会館ジョイナス
※�詳細、お申込は中小企業基盤整備機
構（http://keieishahosho.smrj.
go.jp/）まで

人権・困りごと相談
人権特設相談所を開設します

　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
▶特設人権相談所
　・日　時　12月６日㈯
　　　　　　午前10時〜午後３時
　・会　場　五城館
▶人権・困りごとなんでも相談室
　・日　時　12月18日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

工業統計調査を行います

　毎年12月〜１月に実施している工業
統計調査を今年も行います。対象は製
造事業所です。調査へのご協力をお願
いします。

平成26年1月から、
記帳・帳簿等の保存制度の
対象者が拡大されました

　個人の白色申告者のうち前々年分あ
るいは前年分の事業所得、不動産所得
又は山林所得の合計額が300万円を超
える方に必要とされていた記帳と帳簿
書類の保存が、平成26年１月からは、
これらの所得を生ずべき業務を行う全
ての方（所得税及び復興特別所得税の
申告の必要がない方を含みます）につ
いて必要となりました。
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内
容の詳細は、国税庁ホームページ
（https://www.nta.go.jp）に掲載さ
れていますので、ご覧ください。
　詳細は上記問い合わせ先まで。

林業退職金共済制度（林退共）
からのお知らせ

　林退共制度に加入していたけれど
も、退職金をまだ受け取っていない方
を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご
自身が林退共へ加入していたか分から
ない方についてもお調べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被
共済者の皆様に対し、各種手続（共済
手帳の紛失、退職金の請求等）の必要
が生じた場合はできうる限りの範囲で
速やかに対応したいと考えております
ので、最寄の支部又は本部へお問い合
わせ、ご相談ください。
　詳細はホームページ（http://www.
rintaikyo.taisyokukin.go.jp/）でもご
案内しています。

税務署から個人事業者の
平成26年分消費税確定申告に
関するお知らせ

　平成26年４月１日から消費税（地方
消費税を含む）の税率は８％です。
　平成26年分（平成26年４月１日を
含む課税期間）の消費税及び地方消費
税の確定申告書を作成するためには、
帳簿等において、課税取引を適用税率
ごとに区分して集計する必要がありま
す。
　消費税法の改正内容については、国
税庁ホームページ（https://www.nta.
go.jp）をご覧ください。

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」in 五城館

　エレキギターの伴奏に合わせ、思い
出の歌を大合唱しませんか。
▶日　時　12月７日㈰　午後２時〜

（受付：午後１時30分〜）
▶会　場　五城館
▶参加料　�1,000円（ケーキとコーヒー

または紅茶のセット、貸出歌
集付き）

▶曲目例　�「クリスマスソング」「東京」
　　　　　「ふるさとは今もかわらず」
　　　　　「わかれうた」など
※�お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先まで。

環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

▶開催日時とイベント
　・12月13日㈯　午前10時〜正午
　　�「ミニ門松を作ろう」手作りミニ門
　　松で、素敵な年末年始にしよう
▶会場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・10月20日　３万円　□□□□さん
　　上田町　（亡き父　□□さん）
・10月27日　３万円　□□　□さん
　　雀　舘　（亡き母□□□さん）
▶寄付金
・９月14日　１万円　湖東厚生病院
　（病院祭の売上金の一部）

公共職業訓練を実施します

▶訓練期間　平成27年２月４日㈬から
７月29日㈬

▶訓練時間　午前９時20分〜
午後３時40分

▶訓 練 科（定員）
　・金属加工科（18人）
　・電気・通信施工技術科（15人）
　・住宅リフォームデザイン科（18人）
　・工場管理業務科（18人）
▶募集期間　12月19日㈮まで
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自

己負担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込

をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

12月10日〜16日は
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」

　毎年12月10日から16日は、「北朝鮮
人権侵害問題啓発週間」です。この週
間を機に、北朝鮮による人権侵害問題
についての関心と知識を深めましょう。
　また、日本人拉致容疑についての情
報をお持ちの方は、最寄りの警察署や
交番、駐在所までお知らせください。

町PTA連合会研究集会
喜びに満ちた日々を過ごす
生き方について学ぼう

▶日　時　12月６日㈯
　　　　　午後１時30分から
▶場　所　五城目第一中学校体育館
▶講　演　�「生きる喜びを歌う」
　　　　　板橋かずゆきさん

（シンガーソングライター）
※�どなたでも参加できます。参加希望
の方は当日会場まで。

Ａターン就職相談会を
開催します

　Ａターン就職のご相談は、県内各ハ
ローワーク、Ａターンプラザ秋田（秋
田県東京事務所内）でお受けしていま
すので、ぜひご利用ください。
▶開催日　平成27年１月３日㈯
　　　　　午前10時〜午後５時
▶場　所　にぎわい交流館ＡＵ
▶参加費　無料
※企業の参加はありません。
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問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

問い合わせ先
ハローワーク秋田（☎864・4111）
県雇用労働政策課（☎860・2336）

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
五城目警察署（☎852・4100）

問い合わせ先
五城目小学校（☎852・2050）

問い合わせ先：秋田職業訓練支援センター
訓練課受講者第一係（☎873・3178）

問い合わせ先
あきた若者サポートステーション（80120・001・683）

問い合わせ先
町商工振興課（☎852・5222）

問い合わせ先：経営者保証ガイドライン
セミナー事務局（☎03・5913・6382）

問い合わせ先
秋田北税務署（☎845・1161）

問い合わせ先
秋田北税務署（☎845・1161）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
独立行政法人勤労者退職金共済機構

林業退職金共済事業本部（☎03・6731・2887）

12月は「飲酒運転追放強調月間」です
　飲酒運転は、運転者はもちろん、車
両提供者、同乗者、また飲酒検知を拒
否した場合も刑事罰に問われます。

　町交通安全協会による「４時から
ライト」運動が、町交通指導隊、町
交通安全母の会の協力のもと、役場
前の道路で行われました。（右の写真）



※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

平成26年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　一関　賢人さん）

ポイ捨ては　自然を汚す　第一歩　だからやめよう　子孫に残す大自然
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◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
１
月
１
日
㈭
か
ら
１
月
４
日
㈰
ま
で
は
、可
燃

ご
み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

▼ 

１
月
12
日
㈪
成
人
の
日
は
、祝
日
で
す
が
可

燃
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

八
郎
潟
周
辺
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
12
月

31
日
㈬
午
後
か
ら
翌
年
１
月
４
日
㈰
ま
で
ご

み
の
受
け
入
れ
を
休
み
ま
す
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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○天皇誕生日

　年末のし尿くみ取りは大変混み合います。く
み取りの申し込みは下記のとおりですので、お
早めにお電話ください。
▶申込締切日　12月16日㈫
▶申　込　先　・五城目衛生舎 ☎852・3867
 ☎852・3440
　　　　　　　・南秋衛生舎 ☎854・2746
 80120・54・2746
※ 今年は12月30日㈫までくみ取りを行います。
来年は１月7日㈬からくみ取りを始めます。
ご注意ください。

▼
最
優
秀
賞

　
ポ
イ
捨
て
は
　

自
然
を
汚
す
　

第
一
歩

だ
か
ら
や
め
よ
う
　

子
孫
に
残
す
大
自
然

　

一
関　

賢
人
さ
ん
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
優
秀
賞

　
ご
み
拾
い
　

一
つ
の
行
動
で
　

未
来
は
変
わ
る

　

小
熊　

心
平
さ
ん
（
大
川
小
６
年
）　

　
ポ
イ
捨
て
で
　

自
分
の
心
も
　

汚
れ
る
よ

　

佐
藤　
　

和
さ
ん
（
五
城
目
小
６
年
）

▼
佳　
　

作

　
リ
サ
イ
ク
ル
　

そ
の
心
が
け
　

大
切
だ

　

石
川　

美
博
さ
ん
（
五
城
目
小
６
年
）

　
物
達
が
　

口
々
に
言
う「
捨
て
な
い
で
」

私
の
命
　

ま
だ
あ
る
よ

　

伊
藤
明
日
美
さ
ん
（
五
城
目
小
５
年
）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）

○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）

○ 率浦大学大学祭
（五城館・

10：00～）
○ 介護予防「楽らく
生活くらぶ」（湖
東老健・

13：00～）

○ 役場閉庁（1月5
日まで）

○ 冬のおはなし会
（町民センター・

10：00～）
○ 雪下ろし講習会
（五城目消防署・

10：00～）
○ 弁護士による無
料困りごと相談会
（五城館・

13：00～）

○ 衆議院議員総選
挙投開票日

○ オトナもコドモ
も楽しめる「文
化祭」（町地域活
性化支援セン
ター・11：00～）

○ 西野介護予防教
室（西野公民館・

10：00～）
○ 人権・困りごとな
んでも相談室
（朝市ふれあい
館・15：00～）

○ 年末の交通安全
運動（20日まで）

○ 元日

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 町議会12月定
例会（役場議場・
12日まで）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 五城目一中授業
参観・全体会・学
年学級ＰＴＡ（五
城目一中・

13：15～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 介護予防フォ
ローアップ教室
（五城館・

13：30～）

○ 町内小・中学校
冬季休業（1月
13日まで）

○ 秋田県ゆるキャ
ラ大運動会（秋
田テレビ・

12：05～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 役場仕事納めの
式

○ 消防年末年始特
別警戒（3日ま
で）

○ 特設人権相談所
（五城館・

10：00～）
○ 潟上市・南秋田
郡PTA連合会研
修会・町PTA連
合会研究集会
（五城目一中・

13：00～）

○ 第12回あきた
ふるさと手作り
CM大賞（秋田朝
日放送・

16：00～）

○ 食育の日　
○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 下山内介護予防
教室（下山内集
会センター・

10：00～）

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2015年 １月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

7日（水）・21日（水）　（全町）

15日・18日・12日
15日・19日・22日
26日・29日

16日・19日・13日
16日・20日・23日
27日・30日

17日・10日・14日
17日・21日・24日
28日・31日

10日（土）

24日（土）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

8日（木）

9日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

22日（木）

23日（金）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.225

※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成26年10月末現在）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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□□□　□　□ちゃん� 10月 1日� □　□・□　□� 湯ノ又１区

□　□　□　□ちゃん� 10月12日� □□・□□□� 西磯ノ目

「�お父さんとお母さんの子どもに
生まれてくれてありがとう♥」お父さんとお母さんから

はじめまして

□□□　□□　です
よろしくネ！

広
報

	 	 	 前月比	 昨年比
人　口	 10,246	 （－18）	（－212）
（男）	 4,752	 （－16）	（－100）
（女）	 5,494	 （－02）	（－112）
世　帯	 4,197	 （－02）	（＋027）

朝
市
マ
ラ
ソ
ン
、
走
り
き
り

ま
し
た
。
沿
道
の
方
々
の
声
援

に
励
ま
さ
れ
、
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新
し
、
練
習
よ
り
も
早
い
タ

イ
ム
で
５
㌔
を
完
走
し
ま
し
た
。

疲
労
困
ぱ
い
で
、
森
山
汁
を
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
唯
一の
心

残
り
で
す
。
ガ
ク
ッ
。
来
年
は

10
㌔
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
い
し

い
森
山
汁
を
食
べ
た
い
な
あ
。

「
あ
っ
？
」
と
思
っ
た
ら
、

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か
月
。

最
近
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
早

く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

だ
れ
か
が
「
分
母
（
生
き
て
い

る
時
間
）
が
大
き
く
な
っ
た
か

ら
、
同
じ
１
秒
で
も
短
く
感
じ

る
ん
だ
よ
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
。
♠
今
年
１
年
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も「
広

報
ご
じ
ょ
う
め
」
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
2
6
年
1
2
月
1
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.965　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

□　□　□□□さん	 90歳	 10月 3日	畑　　町
□　□　□　□さん	 70歳	 10月 5日	雀　　舘
□　□　□　□さん	 72歳	 10月 6日	今　　町
□　□　□　□さん	 74歳	 10月 8日	東磯ノ目
□　□　□　□さん	 83歳	 10月13日	脇　　乙
□　□　□　□さん	 78歳	 10月17日	西　　野
□　□　□　□さん	 83歳	 10月18日	米　沢　町
□　□　□　□さん	 55歳	 10月19日	門　　前
□　□　□□□さん	 85歳	 10月20日	久　　保
□　□　□□□さん	 82歳	 10月21日	矢　場　崎
□　□　□　□さん	 75歳	 10月24日	今　　町
□　□　□　□さん	 93歳	 10月25日	下　山　内
□　□　□　□さん	 76歳	 10月28日	新　畑　町
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